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研究要旨  

がん相談支援センターの周知度を高めるには、国民やがん患者・家族を対象とした活動に

加えて、まずは足元のがん診療連携拠点病院のスタッフ（特に医師）への認識を向上させる

必要がある。また、がん情報の発信や相談を担う地域の人材育成にも目を向ける必要があ

る。本年度は昨年に引き続き、九州がんセンターにおいて、がん患者・家族だけではなく、

医師を中心とした院内スタッフへのがん相談支援センターへの認識を高める活動を継続し

た。さらに、地域の保険調剤薬局の薬剤師を通じて、がん診療連携拠点病院外、市井におけ

るがん相談支援体制の構築を図っている。 

 

A． 研究目的 
がん相談支援センターの周知度を高めるために、

(1) がん患者・家族だけではなく、医師を中心とした

院内スタッフの認識を高める、(2) 地域の保険調剤薬

局の薬剤師を通じて、市井におけるがん相談支援体

制の構築を図る。 
 

B． 研究方法 
1. がん相談支援センターの周知度を高める活動の

一環として、診断後間もないがん患者・家族への

情報提供資材である『がんと診断されたあなた

に知ってほしいこと』の活用向上のための活動

を計画・実行した。 
2. がん相談員と地域の保険調剤薬局の薬剤師を中

心とした日本癌治療学会認定・がん医療ネット

ワークナビゲーターとのコラボレーションを行

った。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究における情報の分析・調査については、原則

として匿名化したデータを扱うため、個人情報保護

上は特に問題は発生しないと考える。 
 
C． 研究結果 
１． がん相談支援センターの周知の取り組み 
 九州がんセンターでは、外来や病棟において、頻回

にがん相談支援センターの周知を進めている。 
 
 
 
 

1-1) 初診時： 
・ 外来看護師が、がん相談支援センターのリーフレ

ットを渡す。 
1-2) 入院時： 
・ 必要書類にリーフレットを入れて案内する。 
・ 看護助手が院内を案内する時に、がん相談支援セ

ンターの場所を案内する。 
 
２．『がんと診断されたあなたに知ってほしいこと』

の効率的な配布のための活動： 
具体的には、昨年度の分担研究報告書で予定して

いた以下の活動を実行に移した。 
2-1) 分担研究者から、がん相談支援センター所属

の医師、がん専門相談員に加えて、幹部（院

長・副院長・看護部長・事務部長等）へ、本

冊子に関して説明を行い、その意義の共通認

識を深めた。 
2-2) 医師を対象とした説明会の開催： 

各診療科部長や医長に対して、本冊子を配布

し、その意義や活用方法についての説明を行



った。また、院内e-learningシステムで研究

班作成の動画を用いて、全医師に周知した。

その際、視聴履歴の確認と視聴の徹底を行っ

た。 
2-3) がん専門相談員や入退院支援センター看護

師等を中心として同様の説明会を行った。 
2-4) 以上に加えて、がん専門相談員を中心として、

全病棟に出前講座を頻回に行うことによっ

て、医師や病棟看護師等への認識も高めた。

さらに、各部門への説明出前講座を順次開始

した。 
 
３．がん医療ネットワークナビゲーターとのコラボ

レーション： 
九州がんセンターがん相談支援センターと地域の

保険調剤薬局（4社～5社）のがん医療ネットワークナ

ビゲーターである薬剤師との交流会をWEBにて行

った。がん専門相談員とがん医療ネットワークナビ

ゲーターの相互理解や顔の見える連携を通じて、が

ん患者・家族へのがん相談支援センターの周知向上

を図っている。 

 
 
D, 考察 
がん診療連携拠点病院によるがん相談支援センタ

ーの周知努力は行われているにも関わらず、その国

民への周知度の低さは第4期がん対策推進基本計画

でも依然として問題になっている。がん相談支援セ

ンターの紹介を目的としたリーフレット等はすでに

作られている場合が多いにも関わらず、がん相談支

援センターの周知が不十分な実態がある原因として

は、配布する側の医師を中心とするスタッフ自身の

認識不足がベースにあると考える。九州がんセンタ

ーでは、全スタッフのがん相談支援センターへの理

解を高めるために、結果に示す多くの活動を行って

きた。これらの活動の基本にあるのは、病院長をはじ

めとした施設上層部の理解であるが、一方で現場の

スタッフ全員への周知ができているかの評価も行う

必要がある。 
また、国民への確かながん情報を提供するには、が

ん診療連携拠点病院だけの努力では限界があるのも

確かである。第4期がん対策推進基本計画では、相談

支援に関する取り組むべき施策の中で、「国は、拠点

病院等と民間団体による相談機関やピア・サポータ

ー等との連携体制の構築について検討する。あわせ

て、相談支援の一層の充実を図るため、ICTや患者団

体、社会的人材リソースを活用し、必要に応じて地方

公共団体等の協力が得られる体制整備の方策につい

て検討する」と記載されているが、この「社会的人材

リソース」は、注釈で「関係学会等によるがんの相談

支援・情報提供に関する一定の研修を受け、必要に応

じ、 がん患者やその家族等に対し、拠点病院等のが

ん相談支援センターを紹介できる地域の人材等が想

定される」と示されている。すなわち、必要とされる

がん情報をより多くの国民に届けるには、市井のが

ん相談に係る人材を育成する必要があることを示し

ており、がん医療ネットワークナビゲーターを想定

しての記載であるとされる。がん診療連携拠点病院

のがん専門相談員と顔の見える連携を確立すること

によって、がん医療ネットワークナビゲーターから

がん専門相談員への紹介等が可能になることが期待

される。九州がんセンターでは、既にがん医療ネット

ワークナビゲーターとの交流会を通じて、保険調剤

薬局でのがん相談支援を推進している。全国への展

開が望まれる。 
 
E．結論 
がん相談支援センターの周知度を高めるには、国

民やがん患者・家族を対象とした活動に加えて、まず

は足元のがん診療連携拠点病院のスタッフ（特に医

師）への認識を向上させる必要がある。また、がん情

報の発信や相談などのための地域の人材育成にも目

を向ける必要があると考える。 
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